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■技術開発の背景 
 自動車安全技術のひとつに、ESC(横滑り防止装置)がある。 

 ESCは急なハンドル操作時や滑りやすい路面を走行中に車両の横滑

りを感知すると、自動的に車両の進行方向を保つように車両を制御して

いる。具体的には、ESCのコンピュータの指令に基づいて各車輪に適切

にブレーキをかけて、車両の進行方向を修正、維持している。 

 その安全装置に使用されている部品(バルブブッシング) は全数検査

が必須であり、その欠陥を画像処理検査し合否の判定している。 

 

■技術開発の内容 
主な仕様 処理能力 ２８０～３００個/分 

ワーク形状 φ１２．４８×φ７．７７×２．５５ｔ 

搬送方法 インデックスハンドラの先端に取り付けた吸着 

パッドでワークを吸着搬送する 

 画像検査 

上下面検査 エリアカメラ 

側面検査 ３６０°全周をラインカメラで撮像 

 稼動条件 ２４時間連続運転 

 

■製品の特徴 
 市販品の吸着パッドでは外径４（内 

径１．２）を３個しか取り付けられず、 

十分な吸着力を得られない。 

  そこで、金属３Ｄプリンタを利用し、 

リング状の吸着面を有したパッドを製 

作することで十分な吸着力を得ること 

が可能となり、問題なく顧客の要求処 

理能力をクリアすることができた。 

 

■今後の展開 
 ・鋳造品の中子を使うような複雑な構造で、機械加工ではできない部品を 

簡単に製作できた。 

 ・尚且つ金属プリンタで製作した部品は、実際に装置に搭載することも可 

能であった。 

 今後も装置の実装部品として多いに利用させて頂きたいと考えている。 
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市販品の吸着パッド 金属3Dプリンタで製作した吸着パッド 
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